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2023年仲間づくり実践セミナー 
「仲間づくりの具体的な手法を学ぶ」 

 

【セミナーの目的】 

〇単組における非正規労働者の加入のすすめ方を学ぶ 

〇具体的な組織化の手法、課題の克服方法の学習 

〇セミナーで学んだことを生かして単組で組織拡大の取り組みの実践につなげる 

 

次 第 

司会 比田井局長 

13：00  開  会 

     あいさつ                 副執行委員長 藤 森 久 次 

     趣旨説明                 強化拡大局長 比田井   修 

13：10  講  座 「非正規労働者の組織化を進めるにあたって」 

                          強化拡大局長 佐 藤 久美子 

13：20  講  座 「非正規労働者の組織化の具体的なすすめ方」  

                         組織拡大オルグ 北 川 啓 子 

     質疑応答 

13：50  事例紹介 「各務原市会計年度任用職員労働組合誕生までの取り組み」 

                     岐阜県本部 各務原市職員労働組合連合会 

          「会計年度任用職員評議会設立について」 

                         山口県本部 長門市職員労働組合 

14：15  グループワーク「模擬オルグ」と「模擬オルグの検証」 

                         組織拡大オルグ 永 井   歩 

15：40  グループ報告 

      模擬オルグをして気づいたことを報告 

      ・説明で良かったこと 

      ・気を付けた方がいいこと など 

     ま と め                 強化拡大局長 比田井   修 

16：00  閉  会 
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会計年度任用職員で組合を結成、保育士33人で 

 

各務原市会計年度任用職員労働組合が誕生、自治労に加盟 
 

 ８月26日、フルタイムの保育士が中心となり、各務原市会計年度任用職員労働組合（略

称「各会労」）を組合員33人で設立。先の県本部第19回中央委員会で自治労加盟を承認し

た。 

 各務原市の臨時・嘱託職員は、1989年10月に、各務原市労連臨時職員協議会を結成し、

労働条件の改善と地位の向上をめざして活動をはじめ、経験年数による段階別月額賃金制

度、年次有給休暇、特別休暇、夏季厚生休暇などの成果を勝ち取ってきた。 

 会計年度任用職員制度の移行に伴い、新しい制度内容や賃金・労働条件が定められるた

め、市労連役員が、その制度と組合の説明会を開催し、新たな労働組合の結成に至った。 

 

 
▲初代委員長に就任した上本利華さん（写真左）が県本部 子安委員長より組合旗を手渡された。 

事例紹介１
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会計年度任⽤職員の皆さまへ 

（組合アンケートご協⼒のお願い） 

 

私たち⻑門市職員労働組合は市で働く職員で構成された労働組合です。 

労働組合は、賃⾦・労働条件の改善について、労働者の代表として使⽤者（市⻑）と対等な⽴場

で話し合うためのグループ（組織）です。 

例えば、皆さまに関係するところでは、臨時・パート職員の休暇制度について、正職員と同等

にするよう、これまでも継続して要求を⾏っているところです。 

このたび、会計年度任⽤職員制度がスタートし、会計年度任⽤職員の皆さまにおいても、継続

して市役所で働くことが可能になったことから、職員労働組合では会計年度任⽤職員の賃⾦・労

働条件の改善にむけて、皆さまのご意⾒・ご要望を職員全体の意⾒として、より一層のとりまと

めを⾏い、組合意⾒へ反映出来るよう、会計年度任⽤職員の皆さまの組合加入を推進していきた

いと考えています。 

その第一段階として、本アンケートを実施したいと思いますので、まずは、皆さまの率直なご

意⾒を、お聞かせください。 

 

 [参考] 他市に⽐べ、本市の会計年度任⽤職員の⼀時⾦（ボーナス）は、半額程度です。この点

は、今年度の最重要交渉事項と考えています。 

 

2020年 8月 日 

 

⻑門市職員労働組合 委員⻑  田中和宏 （市⺠活動推進課） 

            副委員⻑ 桑原紀聖 （産業戦略課） 

            副委員⻑ 岡本有加⾥（市⺠活動推進課） 

            書記⻑  田中雄二 （建築住宅課） 

            書記次⻑ 實廣益⾏  （子育て支援課） 

            書記次⻑ 中野雄太  （都市建設課） 

            書記次⻑ 好永浩晃  （地域福祉課） 
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 2

（組合アンケート） 

 

以下の質問内容について、“✓” 若しくは、ご意⾒を、記載してください。 

 本アンケートの回答について、個人を特定し、組合活動に利⽤することはありません。 

 

1 あなたの年齢・性別をお答えください  

 ☐ １０代  ☐ ２０代  ☐ ３０代  ☐ ４０代  ☐ ５０代  

☐ ６０代〜        ☐ 男性   ☐ ⼥性 

 

2 今の仕事内容について 

 ☐ 満足している  ☐ どちらかというと満足  ☐ どちらかというと不満 

 ☐ 不満である    

☐ その他（                              ） 

 

3－① あなたの職場環境への不満はありますか︖ 

 ☐ ある  ☐ ない 

 

3－② 不満がある場合、どのようなものですか︖ 

☐ パワーハラスメント  ☐ セクシュアルハラスメント ☐ 人間関係 

☐ その他（                              ） 

 

4 勤務日数、時間について 

 ☐ フルタイムで働きたい 

 ☐ もっと短い時間または少ない日数で働きたい 

 ☐ 今のままでいい（現在の勤務時間  時間  分 週  日出勤） 

☐ その他（                              ） 

 

5 働き方について 

 ☐ 会計年度任⽤職員としてできるだけ⻑期で働きたい 

 ☐ １年または２〜３年の短期間で考えている 

 ☐ できれば正規職員として働きたい 

 ☐ 先のことはわからない 

 ☐ その他（                              ） 

  

6 賃⾦・労働条件について要望改善したいことは何ですか（複数回答可） 

 ☐ ⽉給（⽇給、時給）や⼀時⾦のアップ 

 ☐ 昇給制度の改善 

 ☐ 休暇の付与または拡大（夏期、病気、慶弔、結婚、育児介護など） 

 ☐ 職場環境の改善（休憩室の設置や、職場の作業スペースの改善など） 
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 ☐ 仕事の役割分担、業務量、責任など業務内容の変更 

 ☐ 福利厚⽣の改善 

 ☐ その他（                             ） 

 

7－①. 組合では、働きやすい職場づくりのため、一人ひとりの声を届けたいと考えています。組合加入に

ついてどう思いますか︖ 

 ☐ 働きやすい環境を作るために一緒に活動したい 

 ☐ 組合について説明を聞きたい 

 ☐ 仕事や職場のことについて相談に乗ってほしい 

 ☐ 会計年度任⽤職員に組合は、必要ない 

 ☐ わからない 

 ☐ その他（                             ） 

 

7－② 会計年度任⽤職員が組合に加⼊する場合、組合費の月額はどの程度が妥当と思いますか︖ 

  ≪参考≫ 正職員の場合 給料⽉額 150,000円×15/1000+500円＝2,750円  

☐ 正職員と同等 

☐ 月額1,500円（固定） ☐ 月額1,300円（固定） □ 月額1,000円（固定） 

☐ 月額500円（固定）   

☐ その他（                             ） 

 

 ※ 組合には、組合員への慶弔費（冠婚葬祭・傷病・出生等）の⽀給など、独⾃の福利厚⽣活動を⾏って

います。諸制度を会計年度任⽤職員の皆さまへ適⽤しようとした場合、組合費は、最低でも、1,300〜

1,500円が妥当であると試算しています。 

  ≪参考≫ 正職員の場合 結婚20,000円・出生10,000円・傷病10,000円 

              死亡（配偶者・子20,000円、親10,000円）etc… 

ご協⼒ありがとうございました。 

＜お問い合わせ先＞ ⻑門市職員労働組合  TEL 0837-23-1184 

－ 19 －



※参加日については、日にちを記入し、参加する部に○をしてください。
　昼参加の方でお弁当が不要な方は備考欄に「弁当不要」と記入してください。

　・労働組合に加入するメリット・デメリット

　・利用制度説明

内容　（約20分程度を予定しています）

参加日

日

昼　・　夜

7月19日 物産観光センター　会議室1・2 物産観光センター　研修室

7月20日 物産観光センター　研修室 物産観光センター　会議室1・2

会計年度任用職員向け組合説明会の開催について

物産観光センター　会議室1・2 物産観光センター　会議室1・2

　・なぜ労働組合が必要なのか

備考

組合説明会参加申込書

参加者

ﾌﾘｶﾞﾅ 職場

氏名

7月21日

開催日時 昼の部
12：30開始（12：00受付）

夜の部
18：00開始（17：45受付）

　以下の日程で長門市職員労働組合についての説明会を開催します。
　
　・昼の部は弁当付き（7/19nonta、7/20さわやどり・7/21nonta）
　・夜の部はお土産付き（お菓子を予定しています）

※お弁当・お土産の予約のため、下記申込書に記入の上、別添封筒に入れてご提出ください。

 きりとり  

－ 20 －



事 務 連 絡
令和 年度 月 日

会計年度任用職員組合加入説明会
参加者 様

長門市職員労働組合執行委員長 田中和宏

組合加入準備委員会の開催について

先日は説明会に参加いただき誠にありがとうございました。会計年度任用職員の皆様
からもご意見をいただき、組合としてもさまざまな課題を感じた説明会となりました。
さて、説明会の中でもお話ししましたが、組合費等これから決めていかなければならな
い事項があり、みなさまの意見をお伺いしたいと考えています。そこで下記のとおり準備
委員会を開催いたしますので、ご協力いただける方がいらっしゃいましたらご参加のほど
よろしくお願いいたします。
なお、本来であれば参加いただいた皆様に出席いただきたいところではありますが、新
型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から、密を避けるため、本庁勤務の方及び保育士
の方の中から数名に宛てて送付させていただいています。

記

開催日時 令和 年 月 日（火）

※時間については調整後再度ご案内します。

開催場所 長門市役所別館 階 組合事務局

氏名・職場を記入し、参加可能時間に○していただき（複数可）、 月 日までに組合

事務局へご返信ください。

氏 名 職 場

時 間 ： ： ： ： ： 欠席

きりとり 
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「模擬オルグ」 

■１ 目的 

・会計年度任用職員に対して加入呼びかけを行うことを想定し、どのように説明

したら労働組合の必要性を理解してもらい組合加入につなげることができるか

学びます 

・模擬オルグを行うことで、加入呼びかけの方法や説明の仕方について体験し、

分かりやすい話し方、オルグをするときのポイントを学び、今後の加入オルグに

いかします 

 

■２ 次第 

14：15～ 模擬オルグの設定とすすめ方の説明（10 分） 

 

14：25～ グループ打ち合わせ（10 分） 

    ①自己紹介（単組名と名前のみ） 

    ②グループの進行役と発表者を決めます 

    ③グループ内でオルグする側（単組役員）とオルグされる側（組合未加

入の会計年度任用職員）に分かれ打ち合わせます 

    ④オルグする側は、単組での役職、模擬オルグでの役割、話す順番を決

め、どのように説明したら組合が必要と思ってもらえるかを考え、

説明会の進め方を打ち合わせます 

    ⑤オルグされる側は、初めて労働組合の話を聞く立場で、説明に聞いて

の質問や想定問答から質問を考え、誰が何を話すか決めます 

     

14：35～ 模擬オルグ １回目（15 分） 

    ①オルグする側から説明します 

    ・なぜ、今日集まってもらったか（将来の組織化を前提に） 

    ・労働組合とは何か 

    ②会計年度任用職員側から質問します（質問から 3点を選ぶ） 

    ③オルグする側から質問に対して説明 

 

14：50～ 本部オルグから一言アドバイス（10 分） 

 

15：00～ 模擬オルグ 第２回目（15 分） 

    ・オルグする側とされる側を交代してもう一度行う 

グループワーク
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15：15～ 休憩（10 分） 

 

15：25～ 模擬オルグの検証（15 分） 

    ・グループ内全員で模擬オルグの検証します 

    ・模擬オルグで苦労した点 

    ・模擬オルグの良かった点 

     ・気を付けた方が良い点 

     

15：40～ グループ報告（15 分） 

    ・模擬オルグで苦労した点 

    ・模擬オルグの良かった点 

    ・気を付けた方が良い点 

     

15：55～ まとめ（5分） 

    ・グループ発表を受けてのコメント 

    ・まとめ 

     

■３ 模擬オルグの設定場面 

〇会計年度任用職員が組合に加入していない当該の A自治体の状況 

 ・正規職員はほとんど労働組合に加入しているが、組合の組織率は過半数を満

たしていない（管理職、会計年度任用職員含） 

 ・会計年度任用職員の勤務時間は 7時間 30 分（常勤職員は 7時間 45 分） 

 ・給与は時給制で、初任給は給与表の 1級 1号俸基準 

 ・昇給は年 2号俸昇給するが 4回で頭打ち 

 ・休暇制度について病気休暇があるが無給 

 ・一時金の支給は、年間 1.45 月 

 ・正規職員は、会計年度任用職員の離職や求人して応募がないこと困っている 

 

〇会計年度任用職員が組合加入し交渉参加している近隣の B自治体の状況 

 ・労働組合の組織率は過半数を満たしている 

 ・会計年度任用職員の勤務時間は 7時間 30 分（常勤職員は 7時間 45 分） 

 ・給与は月給制で、初任給は給与表の 1級 5号俸基準 

 ・昇給は、毎年 4号俸昇給 

 ・休暇制度について、病気休暇は有給 

 ・一時金の支給は、期末手当 2.55 月/年 
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■４ 会計年度任用職員からの質問例 

・今の労働条件で特に不満はない 

・労働組合に入ったら雇止めされるのでは？ 

・労働組合に入ったら雇用を守ってくれるのか？ 

・1年の任期があるのに組合に入っても意味がない 

・できれば長く働きたいが可能なのか？ 

・組合に入ったら賃金はどのくらいあがるのか？ 

・労働条件を改善するのになぜお金（組合費）を払わなければならないのか？ 

・子供がいるので集まりや会議には出られない 

・労働組合の役員にはなりたくない 

・今日、参加していない人の意向も聞いてみないとわからない 

・家族に相談する 

 

■５ 労働組合役員からの回答のポイント 

・労働組合があれば労働条件を良い方向に変えられる可能性がある 

・労働組合の活動で労働条件を改善した人たちがいる 

・労働条件に不満があっても個人では改善できない。労働組合は改善を要求・交

渉できる 

・会計年度任用職員制度を良い制度にしていくためには、当事者が参加する要

求・交渉が必要である 

・一人でも多くの人が参加することによって、交渉力が大きくなり労働条件の改

善につながる 

・良い労働条件、風通しの良い職場を作っていくためには、より多くの人が労働

組合に加入し取り組むことが必要である 

・労働組合は自分たちが活動する場であることを認識してもらう 

・組合費は労働組合が活動するためにみんなで拠出しあっているものであり、み

んなの協力で組合を運営していくために必要なものである 

・会議の参加については、必ず負担となることは事実です。中心メンバーとなる

方は一般の組合員より会議参加が多くなりますが、参加体制について工夫し、よ

り多くの組合員で分担をすればそれほど負担にならないのではないかと思いま

す。どのような活動にするかはその労働組合内で話し合い決定していきます。 
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組
合
未
加
入
者
か
ら
の
よ
く
あ
る
質
問

Q&
A

<会
計
年
度
任
用
職
員
、
非
正
規
職
員
版
＞

1

仲
間
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
別
冊
）

20
21
年
7月

自
治
労

総
合
組
織
局

こ
の
資
料
は
、
未
加
入
者
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

各
県
本
部
で
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
員
の
経
験
や
、
仲
間
づ
く
り
実
践
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
の
意
見
を
基
に
作
成
し
ま
し
た
。

仲
間
づ
く
り

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

が
ん
ば
る
ぞ
！

参
考
資
料
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※
こ
の
資
料
の
使
い
方

2

仲
間
づ
く
り
に
10
0％

の
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
料
に
あ
る
FA
Qの

an
sw
er
は
あ
く
ま
で
ひ

と
つ
の
例
で
あ
り
、
相
手
に
よ
っ
て
は
逆
効

果
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

未
加
入
者
へ
の
組
合
の
説
明
の
仕
方
や
疑
問

に
対
す
る
答
え
は
単
組
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
、
組
織
率
、
職
場
環
境
よ
っ
て
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
資
料
は
「
仲
間
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
と
あ
わ
せ
て
、
質
問
者
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
答
え
を
考
え
る
と
き
の
参
考
と
し
て

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

目
次

FA
Q

①
組
合
活
動
に
無
関
心
な
人
に
対
し
て

②
疑
問
に
対
し
て
-1

③
疑
問
に
対
し
て
-2

④
組
合
費
に
つ
い
て

⑤
不
安
を
感
じ
る
人
に
対
し
て

⑥
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
加
入
し
よ
う
と
し
な
い
人
に
対
し
て
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①
組
合
活
動
に
無
関
心
な
人
に
対
し
て

説
明
の
ポ
イ
ン
ト

•
そ
の
人
の
興
味
の
あ
る
こ
と
、
関
心
の
あ
る
こ
と
を
聞
き
出
し
ま
す
。

•
不
満
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
未
組
織
の
人
は
自
分
た
ち
の
権
利
を
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、

会
計
年
度
任
用
職
員
、
非
正
規
職
員
だ
か
ら
労
働
条
件
が
低
い
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
待
遇
改
善
で
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
労
働
組
合
は
、
労
働
条
件
の
改
善
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
や
生
活
で
困
っ
た
時
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
具
体
的
な
事
例
を

交
え
て
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
.労
働
組
合
の
活
動
に

興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
.組
合
で
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
き
っ
と
興
味
の
あ
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
。
組
合
と
し
て
も
情
報
発
信
さ
せ
て
ほ
し
い
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ

る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
.労
働
条
件
や
職
場
で

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

Ａ
.困
る
こ
と
が
な
い
状
態
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
組
合
の
活
動
は
必
要
で
す
。

Ａ
.「
え
っ
な
ん
で
？
」
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
？

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
は

あ
っ
て
働
き
方
が
も
っ
と
良
く
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ａ
.今
後
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
時
に
相
談
に
乗
り
ま
す
。

Ａ
.自
身
は
良
く
て
も
他
に
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
「
全
員
の
意
見
」
に
な
る
よ
う
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

3
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②
疑

問
に
対

し
て
-
1

説
明
の
ポ
イ
ン
ト

•
活
動
の
紹
介
を
す
る
と
き
に
は
、
自
分
が
組
合
活
動
を
し
て
い
る
理
由
、
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
伝
え
ま
し
ょ
う
。

•
労
働
条
件
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
相
談
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
他
市
、

他
県
と
の
交
流
な
ど
色
々
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

Ｑ
.組
合
に
は
絶
対
入
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
.強
制
で
は
な
い
で
す
が
、
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
が
多
い
方
が
当
局
と
の
交
渉
力
も
強
く
な
り
、
処
遇
改
善
が
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
参
加
が
力
に
な
る
の
で
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
.組
合
は
、
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

解
決
し
て
い
く
助
け
合
い
の
組
織
で
す
。
組
合
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
何
か

あ
っ
た
時
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
.組
合
に
入
っ
て
も
入
ら
な
く

て
も
労
働
条
件
は
変
わ
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
？

Ａ
.組
合
は
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
労
働
条
件
が
改
善
で
き
る
の
は
な
く
、
要
求
し

交
渉
し
使
用
者
側
が
そ
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
初
め
て
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
入
ら
な
く
て
も
上
が
る
と
き
は
一
緒
」
と
加
入
し
な
い
人
が
増
え
れ
ば
、
組
合

の
交
渉
力
も
低
下
し
労
働
条
件
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4
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Ｑ
.組
合
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
.賃

金
の
ア
ッ
プ
や
休
暇
制
度
を
充
実
さ
せ
た
り
組
合
員
の
要
望
を
交
渉
で
実
現

し
て
き
ま
し
た
。

Ａ
.個
人
で
労
働
条
件
の
改
善
を
訴
え
て
も
聞
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
が
、
組
合
な
ら

組
合
員
の
意
見
を
要
求
、
交
渉
し
て
い
け
ま
す
。

Ａ
.困
っ
た
と
き
、
悩
ん
だ
時
に
相
談
で
き
ま
す
。

Ａ
.他
の
職
場
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
.一
早
く
自
治
体
の
考
え
や
情
報
を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。

Ａ
.仕
事
と
家
と
の
往
復
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
社
会
の
し
く
み
が
勉
強
で
き
ま
す
。

Ａ
.じ
ち
ろ
う
共
済
や
福
利
厚
生
な
ど
お
得
な
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

5

③
疑

問
に
対

し
て
-
2
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④
組

合
費

に
つ

い
て

説
明
の
ポ
イ
ン
ト

•
こ
れ
ま
で
の
組
合
で
勝
ち
取
っ
た
成
果
を
紹
介
し
組
合
費
は
自
分
た
ち
の
活
動
費
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

•
具
体
的
に
か
か
る
経
費
を
説
明
し
ま
す
。

•
じ
ち
ろ
う
共
済
を
紹
介
し
可
処
分
所
得
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

Ｑ
.組
合
費
が
高
い
。

Ａ
.今
の
処
遇
を
勝
ち
取
る
た
め
に
必
要
な
費
用
だ
し
、
今
後
も
今
の
処
遇
に
満
足

す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
よ
く
な
っ
た
り
、
安
心
し
て
働
く
た
め
の
費
用
と

思
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
.生
活
費
が
ギ
リ
ギ
リ
で
組
合

費
を
払
う
こ
と
が
で
き
な
い

Ａ
.じ
ち
ろ
う
共
済
で
支
出
を
減
ら
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
一
度
、
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

6
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⑤
不
安
を
感
じ
る
人
に
対
し
て

説
明
の
ポ
イ
ン
ト

•
雇
止
め
は
必
ず
守
れ
る
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
合
と
し
て
一
緒
に
闘
う
こ
と
、
雇
い
止
め
を
さ
せ
な
い
為
に
も
職
場

の
多
数
派
が
力
に
な
る
こ
と
。
組
合
に
入
っ
て
な
け
れ
ば
抗
議
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
.組
合
に
入
る
と
上
司
か
ら
目

を
つ
け
ら
れ
る
の
で
な
い
か
？

Ａ
.組
合
は
そ
れ
を
お
か
し
い
、
間
違
っ
た
対
応
で
は
な
い
か
、
と
弱
い
立
場
の
人

が
い
え
る
唯
一
の
場
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ
.職
員
組
合
の
執
行
部
、
正
規
職
員
の
組
合
員
と
連
携
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

認
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
あ
れ
ば
組
合
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
.組
合
に
入
っ
た
ら
雇
止
め
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
.む
し
ろ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
守
る
の
が
組
合
で
す
。
そ
う
い

う
話
が
出
た
ら
す
ぐ
組
合
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

7

－ 32 －



⑥
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
加
入
し
よ
う
と
し
な
い
人
に
対
し
て

説
明
の
ポ
イ
ン
ト

•
ま
ず
は
組
合
員
に
な
る
こ
と
が
改
善
へ
の
一
歩
に
な
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

•
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
協
力
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

Ｑ
.子
ど
も
が
い
る
の
で
集
会
や

会
議
に
は
出
ら
れ
な
い
。

Ａ
.基
本
的
に
集
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
は
強
制
で
は
な
い
の
で
参
加
で
き
る
と
き

に
参
加
で
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
組
合
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
勉
強
に
な
る
も
の
や
他

の
市
町
村
の
仲
間
と
交
流
で
き
る
も
の
も
あ
る
の
で
興
味
が
あ
る
も
の
が
あ
れ
ば

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
.子
育
て
が
忙
し
い
時
期
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
集
会
に
出
て
も
ら
う
な
ど
皆
で
分

担
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
な
い
で
ほ
し
い
。

Ｑ
.役
員
や
職
場
代
表
者
に
は
な

り
た
く
な
い
。

Ａ
.今
す
ぐ
役
員
や
職
場
代
表
者
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
合
に
加
入
し

て
く
れ
る
こ
と
が
力
に
な
る
の
で
ぜ
ひ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
.役

員
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
分
担
し
協
力

し
あ
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
.役

員
に
な
る
と
自
分
の
時
間
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
人
間
関
係
の

輪
が
ひ
ろ
が
り
、
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

8
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仲
間
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

9

会
計
年
度
任
用
職
員
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
組
織
化
の
詳
し
い
す
す
め
方
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
「
じ
ち
ろ
う
ネ
ッ
ト
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
自
治
労
県
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【ＷＥＢ】仲間づくり実践セミナー 

   

 

 開 催 日  2023年３月４日（土）  

   第 １ 部 10：00～12：15 接続開始 ９：30～  

   テ ー マ 「仲間づくりの具体的な手法を学ぶ」  

   参加対象者 これから組織化を始める単組役員（正規職員） 

         県本部組織拡大担当役職員   

 

   Z O O M U R L https://us02web.zoom.us/j/86375731946 

         ミーティングＩＤ： 863 7573 1946 

         パスコード： 805345   

   ※２／11と同じ内容です。模擬オルグは動画を流して解説します。 

  

   第 ２ 部 13：30～16：30 接続開始 13：00～ 

   テ ー マ 「職域を越えた仲間づくりについて学ぶ」  

   参加対象者 一部の職種等の非正規職員を組織化している単組役員 

         非正規職員の組合役員 

         県本部組織拡大担当役職員  

 

   Z O O M U R L https://us02web.zoom.us/j/84999256531 

         ミーティングＩＤ： 849 9925 6531 

         パスコード： 911726 

 

   

参加を希望される方は必ず事前に県本部に参加申込をしてください。 
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